
横浜港の港勢について

 　横浜港の海上出入貨物の特徴においては、公共ふ頭（公社分含む）と民間ふ頭が、ほぼ同等の
貨物量を取り扱っており、そのうち、輸出では、公共（約87％）・民間（約13％）、輸入では公共（約
59％）・民間（約41％）となっております。輸入品種別の上位を占めるＬＮＧ・原油などのエネルギー
関連は、主に民間ふ頭が取扱っています。また、公共ふ頭における外貿貨物の約70％はコンテナ
貨物によるものです。
　昨年は、一昨年９月のリーマン・ショックを発端とした世界的不況の影響で、横浜港の海上出入貨
物の総貨物トン数が対前年比18.5％の減（戦後最大の減少幅）となり、外貿・内貿を合わせたコンテ
ナ個数においても19.6％の減（過去最大の減少幅）となりました。しかし、その後の各国の景気刺激
策などにより、貨物量の減少は、昨年の１月（コンテナ個数は２月）を底に持ち直しの動きを見せ、
12月には、前年同月比で増加に転じるなど、回復への兆しが見られます。
〔１月～３月の状況〕
・横浜港では、回復の流れを維持しつつ、緩やかな増加傾向となっています。
・世界経済は、引き続き、持ち直しの動きが予想されますが、ユーロ圏における財政悪化や金融市
場の変動など、依然として不安定な要素が混在しており、予断を許さない状況にあります。

１　概観

　外内貿貨物は累計3,112万トン（前年同期比16.6％増）となっている。月別では４か月連続し
て前年同月比で増加し、３月は1,158万トン（同18.5％増）となっている。
　
　輸出貨物量は累計986万トン（前年同期比41.6％増）となっている。月別では４か月連続じて
前年同月比で増加し、３月は386万トン（同47.7％増）となっている。
　
　輸入貨物量は累計1,067万トン（前年同期比13.0％増）となっている。月別では４か月連続し
て前年同月比で増加し、３月は389万トン（同11.6％増）となっている。
　
　外内コンテナ個数は累計75万TEU（前年同期比23.8％増）となっている。月別では４か月連
続して前年同月比で増加し、３月は29万TEU（同30.8％増）となっている。
　　〔※ＴＥＵ＝20型換算個数（Ｔｗｅｎｔｙ－ｆｏｏｔ　Ｅｑｕｉｖａｌｅｎｔ　Ｕｎｉｔ）を表す単位〕

　　（１）入港船舶

　入港船舶は、累計9,117隻（前年同期比2.1％減）となっている。３月の総トン数（外内合計）の
前年同月比は7.9％増となり、昨年の12月からは４か月連続の増（前年同月比）となっている。

　　（２）海上出入貨物

平成22年1月～3月までの状況（速報値）
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２　輸出貨物動向

表１　主要品種別取扱量

1-3月計 1月 2月 3月
総 貨 物 量 9,856 41.6 43.3 32.9 47.7

1 完 成 自 動 車 2,821 47.3 17.8 56.7 66.9

2 自 動 車 部 品 1,486 74.3 77.5 58.0 84.7

3 産 業 機 械 848 14.9 26.8 ▲ 0.4 19.7

4 鋼 材 654 124.6 158.1 89.3 132.3
5 染 料 等 化 学 工 業 品 598 51.1 94.6 23.8 46.0

表２　主要国別取扱量

1-3月計 1月 2月 3月
総 貨 物 量 9,856 41.6 43.3 32.9 47.7

1 中 国 2,397 28.0 52.2 20.8 17.7

2 ア メ リ カ 合 衆 国 923 113.2 149.9 105.0 91.1

3 韓 国 683 59.1 60.2 59.0 58.5

4 オ ー ス ト ラ リ ア 625 89.2 49.6 81.8 150.7
5 タ イ 522 61.8 95.2 67.5 35.8

３　輸入貨物動向

表３　主要品種別取扱量

1-3月計 1月 2月 3月
総 貨 物 量 10,665 13.0 14.3 13.2 11.6

1 LNG （ 液 化 天 然 ガ ス ） 1,805 6.0 7.5 ▲ 10.2 20.1

2 原 油 1,658 ▲ 6.9 10.5 ▲ 21.4 ▲ 1.6

3 石 炭 377 399.7 6044.1倍 全増 48.5

4 製 造 食 品 376 2.6 ▲ 9.6 12.9 7.2
5 動 植 物 性 製 造 飼 肥 料 369 22.5 15.3 15.2 36.4

表４　主要国別取扱量

1-3月計 1月 2月 3月
総 貨 物 量 10,667 13.0 14.3 13.2 11.6

1 中 国 1,929 27.7 10.7 69.5 20.3

2 ア メ リ カ 合 衆 国 1,406 13.4 25.7 20.4 ▲ 2.6

3 オ ー ス ト ラ リ ア 1,370 44.1 23.8 103.8 31.1

4 サ ウ ジ ア ラ ビ ア 1,277 ▲ 17.5 ▲ 4.1 ▲ 12.6 ▲ 31.7
5 マ レ ー シ ア 775 17.4 130.8 ▲ 29.0 3.0

　品種第1位の完成自動車（47.3%増）、第２位の自動車部品（74.3%増）がともに好調である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（表１）
　
　輸出第２位のアメリカ合衆国は前年同期比113.2％増と大きく回復してきている。（表２）

　品種第３位の石炭は前年同期比399.7％増と大きな伸率となっている。（表３）
　輸入第１位の中国と第3位のオーストラリアは前年同月比で３か月連続の増となっている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（表４）
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【参考資料１】

横浜港実績データ（平成22年１月～３月）
＜速報値＞

入港船舶
単位 22年１～3月 前年同期比 21年１～３月 前年同期比

隻　　数 隻 9,117 97.9% 9,316 84.1%

総トン数 総トン 65,524,469 105.2% 62,285,289 88.9%

隻　　数 隻 2,513 100.4% 2,504 89.2%

総トン数 総トン 55,752,861 105.8% 52,676,455 89.1%

うち 隻　　数 隻 1,235 98.8% 1,250 91.6%

フルコンテナ船 総トン数 総トン 31,692,408 101.2% 31,312,417 94.5%

隻　　数 隻 6,604 96.9% 6,812 82.4%

総トン数 総トン 9,771,608 101.7% 9,608,834 88.1%

海上出入貨物
単位 22年１～3月 前年同期比 21年１～３月 前年同期比

貨 物 量 トン 31,115,871 116.6% 26,687,705 72.9%

うちコンテナ貨物量 トン 11,831,176 130.3% 9,081,626 69.8%

コンテナ個数 TEU 746,988 123.8% 603,526 70.7%

計 トン 20,522,860 125.1% 16,404,212 71.7%

外　　貿 輸　　出 トン 9,856,340 141.6% 6,961,004 59.4%

輸　　入 トン 10,666,520 113.0% 9,443,208 84.6%

うち 計 トン 11,196,798 131.5% 8,514,071 68.2%

コンテナ貨物 輸　　出 トン 5,840,067 145.6% 4,011,908 62.6%

輸　　入 トン 5,356,731 119.0% 4,502,163 74.1%

計 TEU 680,461 124.3% 547,428 69.5%

コンテナ個数 輸　　出 TEU 353,394 120.3% 293,662 72.1%

輸　　入 TEU 327,067 128.9% 253,766 66.7%

計 トン 10,593,011 103.0% 10,283,493 74.8%

内　　貿 移　　出 トン 4,343,384 109.1% 3,981,922 70.9%

移　　入 トン 6,249,627 99.2% 6,301,571 77.5%

うち 計 トン 634,378 111.8% 567,555 107.3%

コンテナ貨物 移　　出 トン 319,420 100.1% 319,259 100.2%

移　　入 トン 314,958 126.8% 248,296 118.0%

計 TEU 66,527 118.6% 56,098 84.8%

コンテナ個数 移　　出 TEU 27,874 110.0% 25,334 79.7%

移　　入 TEU 38,653 125.6% 30,764 89.5%

（注）コンテナ個数は、実入・空の合計。
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【参考資料２】

横浜港貿易額月別推移

平成22年1月～4月 （単位：億円）

輸出額
前年同期比
伸率（％） 輸入額

前年同期比
伸率（％）

平成22年 1月 4,789 30.8 2,507 ▲ 2.5

2月 5,439 44.0 2,405 22.8

3月 6,623 42.2 2,588 16.3

4月 6,342 53.2 2,812 22.2

23,193 42.9 10,312 13.9

(出典）税関統計

主要港貿易額比較

平成22年１月～４月　主要港貿易額
(単位：億円）

輸出 23,193 42.9% 14,575 37.9% 29,009 62.3% 10,986 47.3% 16,265 21.4% 94,028 43.4%

輸入 10,312 13.9% 23,561 10.8% 12,007 15.1% 11,460 9.9% 7,874 3.8% 65,214 11.1%

(出典）税関統計
(注： 表中の％は前年同期比伸率）

神戸港 主要港計

 計

横浜港 東京港 名古屋港 大阪港
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